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I概 要

1 調査の経過

平成 13年 4月 25日 、長野県飯山建設事務所より県道改良工事にともない所在する南木ノ下遺

跡の発掘調査及びその積算依頼があった。それまで事前協議はなかったが、過去平成 9年及び平

成11年に周辺の発掘調査を実施しており、概ね遺跡地内に該当すると判断されたため、急邊日程

等を調整するとともに積算を行った。

5月 7日 、飯山建設事務所長より調査費の見積 り依頼がある。保護対象面積 130だ、発掘調査

面積 40�以上で、514,000円の積算となり、回答する。

5月 15日 、飯山建設事務所長より「道路改良に係る埋蔵文化財発掘調査の委託について」の協

議書の提出があり、同日付で契約書を締結する。

6月 4日 、飯山建設事務所長より法に基づく「土木工事等のための埋蔵文化財発掘の通知書」が

提出され、飯山市教育委員会が意見書を付して6月 4日 付で県教育委員会宛て送付する。

6月 15日 、県教育委員会より「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について」の通知

がある。

7月 9日 、調査中の飯山城跡より器材を搬入。発掘調査を開始する。調査区内の草刈 り及び花

の移植、境界等を確認する。対象区は、石積みの二段になっているため便宜的に上方 (北)を I

区、下方 (南)を Ⅱ区とした。 I区は人力により表土除去、Ⅱ区はバックホーにより表土除去を

行う。 I区は耕作土約 20 c mで、その下層は礫層であった。

7月 10日 、Ⅱ区で比較的縄文式土器が多 く出土する。近代以降の建物に付随すると思われる礫

の構築物を確認。これについては時間が限られていることから調査しないこととした。

7月 11日 、引き続きⅡ区の調査を続行。

7月 12日 、Ⅱ区で遺構と思われる落ち込みを確認。調査範囲が限られており、明確に判断はで

きないが住居址の可能性が高いことから住居址番号 SBlを付した。

7月 13日  Ⅱ区のSBl住居址内を引き続き調査。ピットも確認する。I区は、人力で表土除去

の後礫層となったため重機で地下の確認を行ったところ包含層を確認。縄文土器等が若干出土。

7月 16日 、 I区で竪穴住居址を確認 (SB2と する)。 ピット上部より堀ノ内式期の口縁部上器

を発見する。Ⅱ区のSBl住居址の清掃後写真撮影、平面図作成。引き続きI区の平面図作成を行

う。器材等を飯山城跡へ搬出し、すべての作業を終了する。

8月 1日 まで残務整理を実施。

8月 6日 、飯山警察署長あて「埋蔵物発見届」を提出する。県教育長宛て「埋蔵文化財保管証」、

発掘調査終了報告書」を提出する。

～平成 13年 12月 21日  整理作業所において図面 。遺物整理等を経て報告書を刊行する。
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2 南木ノ下遺跡の位置と顔戸周辺の遺跡

1)遺 跡の位置

顔戸南木ノ下遺跡は、飯山市大字寿 (顔戸)字南木ノ下に所在する。

飯山盆地西縁を区画する標高 1000m内外の関田山脈は、斑尾山 (1381m)を 最高峰とし、黒岩

山 (938m)、 鍋倉山 (1288.8m)な どの低山地が続いており、越後との峠道も数多く存在している。

遺跡の所在する飯山市外様顔戸地区は、これらのうち黒岩山の山麓にあり、平丸峠の道筋に存

在している。地形・地質的には扇状地の扇央部に立地している。扇頂部には湧水が豊富であり、

出口清水・腹薬清水などと呼ばれている湧出地がある。

遺跡の範囲は、周囲に民家が立ち並び明確ではない。現在最も明確に把握できる場所は、連華

寺境内前面の畑地であるが、地形改変も行われており遺跡の大半はすでに失われている可能性も

ある。

なお、蓮華寺住職の田村氏の話によれば、この畑地において用水の暗渠工事中、土器や打製石

斧、石棒などが出土したといい、そのうちの一点のほぼ完全な形の上器は田村氏が保管している。

この土器は縄文時代後期の堀ノ内式上器の浅鉢であり、表面 。内部とも黒色である。

2)顔戸周辺の遺跡

飯山市外様地区内の顔戸区には、南木ノ下遺跡を含めこれまで7箇所の遺跡と館跡・城跡が各

1箇所知られている。ただし、それぞれの遺跡とも範囲が明確ではなく、工事に際して発見され

たため遺跡として登載されてきたものである。この要因としては、周辺が扇状地であったため、

土砂の二次堆積により遺跡が発見されにくいことや、集落内のために明確に特定できないことな

どがあげられる。これまで知られている遺跡としては、顔戸道下・顔戸第 5。 顔戸大天狗・顔戸

出口・北顔戸 。顔戸北木ノ下・釜測の7遺跡である。道下遺跡は、昭和 27年 に神田五六氏によっ

て調査され、住居址 1軒 と縄文中期後葉の土器深鉢、猪・鹿の骨片等が出上している。第 5遺跡

は、顔戸区において5番 目の遺跡地として名づけられたもので、縄文晩期土器が発見されている

という。大天狗遺跡では、磨製石鏃・磨製石斧 。勾玉が発見されている。出口遺跡では石鏃・磨

製石鏃・臼玉が発見されている。北顔戸遺跡は、昭和 62年に発掘調査された遺跡で、湿地より弥

生時代 。古墳時代・平安時代の各土器片が出上している。釜測遺跡も昭和 62年に調査されてい

る。南木ノ下遺跡と同時期の縄文時代後期、弥生時代の遺物も発見されたが、中心は中世村落の

一部で、永仁 4年銘の呪符木簡をはじめ漆椀など多くの木製品や陶磁器が発見された。

これらのうち、ほぼ範囲が明確なのは金測遺跡のみで、他はほとんど採集によるためその範囲

も内容も不明確である。したがって、道下遺跡や本南木ノ下遺跡、第5遺跡、及び釜測遺跡など

は範囲が一部重なり同一遺跡として捉えることが可能なのかもしれない。このことは今後の課題

としても、保護行政側の責任として今後とも範囲の明確化を急ぎたい。
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査調

1 従前の調査

南木ノ下遺跡の発掘調査は、平成 9年 10月 に行われたのが最初である。それ以前では、 I-2

で触れたように工事に際して発見された程度のようであるが、この遺跡が公にされたのは1896年

人類学雑誌 12-128に おいてすでに遺跡名が記されているので、100年以上前より知られている

遺跡でもある。以降多くの文献に記載されてきたが、それによれば、「縄文晩期前半土器。打製石

斧・石皿。石鏃・石刀・弥生式上器(後期箱清水式)・ 磨製石鏃」等が発見されているとされている。

それらの採集物は今日にほとんど残されておらず、わずかに土器一個体が蓮華寺に保管されてい

るに過ぎない。したがって本遺跡の詳細なことについては殆ど不明であるといわざるを得ない。

平成9年 10月 の調査は、今回と同様に長野県飯山建設事務所による道路改良工事に伴って実施

されたものである。約 200ごを調査し、竪穴住居址 1軒 。同加曽利 B式土器・土偶 。叩き石・凹

石 。磨石が出土している。一部のみの検出であったが竪穴住居址が確認されたことは、この周辺

が縄文時代後期のひとつの中心地であった可能性が高い。

また、平成 11年 10月 には同様の県道改良工事に伴い発掘調査が行われた。対象地は蓮華寺の

東側にあたり、把握している南木ノ下遺跡のほぼ北限と考えられる場所であった。石器片がわず

かに出土したが、明瞭な遺構や遺物は発見されなかった。

なお、本遺跡の範囲についても詳細は不明であるが、周辺において住宅の改築等に伴う工事に

おいて遺物が発見されたことなどの情報や地形から概ね図2の ような範囲になろうかと思われる。

2 遺構

今回の調査により発見された遺構は、竪穴住居址 2軒及び所属時期不明のピットが若千発見さ

れた。

いずれも出土遺物から縄文時代後期に属するものと思われる。以下に2軒の竪穴住居址について

説明を加える。

1)1号竪穴住居址 (SBl)

Ⅱ区において発見される。近代以降による遺構の破壊が行われており明確ではない。北側にお

いて壁は確認されたが、全体的に規模は不明である。壁は約 15cmを 計る。ピットは6本確認でき

る。北側の壁際に120cm× 60cmのほぼ長方形状の土坑が確認されている。深さは18cmを はかる。

なお、境乱部東側に延びる溝状の遺構は、同じく近代の水路上のものと判断される。

住居址内覆土より堀ノ内式土器様式から加曾利B様式の上器片が出上している。

-5-
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図 4 調査区 (1:800)
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2)2号竪穴住居l■ (SB2)

I区において、二次堆積物の礫層下より検出された。溝状の遺構の南側部分が住居址になるも

のと考えられる。床面は小石等含むがほぼ平坦で堅緻である。さらに南側は石積みにより破壊さ

れている。住居址内Pl上部より縄文後期土器口縁部が発見されている。

P4～ P9は住居址外ピットであるが、遺物の出土はなく所属時期については不明である。

3 遺物

出土した遺物には、縄文式土器、古墳時代土師器がある。石器等は発見されなかった。

土器は、遺物整理用コンテナ箱で4箱ほどの量が出土したが無紋の粗製土器や摩滅した土器片が

多く拓本により示せたのは僅かである。以下に遺構別に説明を加える。

1)1号竪穴住居址出土遺物 (図 7)

すべて土器である。11よ小さく内接し、口縁部に 1本の隆線がめぐり刻み目が施される。2・ 3

は矢羽状の文様が付される。6～ 91ま外面が無紋あるいは沈線が1ないし3本めぐり、内面にも沈

線の施されるものである。14～ 28は胴部破片である。25。 281ま刺突文が施されている。これら

は後期前葉堀ノ内式上器様式及びそれに並行する三十稲葉土器様式のものである。

29～ 34は縄文後期中葉、加曾利 B様式の上器である。

35～ 41は網代底の底部を一括した。35のみ 2本越え、1本潜 り、1本送りで、他はすべてユ本

越え、1本潜り、1本送りである。

2)2号竪穴住居址出土土器 (図 8)

すべて土器で、10点のみであるが、10の羽状沈線は加曾利 B式様式と思われるが、他は堀ノ内

式様式と考えられる。11よ Pl上部より出土したもので、外面は無文で、内面は二条の沈線と口

唇部に刻み及び円形の刺突が 2個 l対で付される。

3)その他の出土遺物 (図 9)

Ⅱ区より出上したもので、古墳時代の奏底部と蓋である。

-10-



勘 オ
窺沈韓嬢鍵勒

鰯 フ襲
鶴峨

ⅧⅧ輩斡サ甥
124

27                      28

32                     33

ｍ
，‐２鰯
‐８

由
旧
日
Ｈ
町
１７
耶

州
Ｈ
Ｈ
″

”
ｒｒ
Ⅳ
″

‐６
鷲
崩
日
日
川
日
切
１５

劇
刊
斡

Ｈ
口
Ｈ
口
川

１４

芹

９

葵

斡
Ｗ
肘
〃
Ｂ

却一〓軍

フ

鯵

「

図 7 1号竪穴住居 l■出土遺物 (1:3)

一ユユー

(         「:~―

ノ
れ幾
餓

0                    10cm



斜H4絢洗Ⅷ―卸‖。

図9 その他の出―土還物

図8 2号竪穴住居址出土遺物 (1:3)

了
~匡

t______キ__――一二攣叩

― 12-



Ⅲ まとめ

顔戸南木ノ下遺跡は、今回で三回目の調査となった。いずれも県道改良に伴う調査で、その面

積も極く僅かであり、遺跡の全体像については把握できるわけではないが、範囲や遺跡の時期に

ついておぼろげながら判明しつつある。

まず時期については、縄文時代後期前葉～中葉を中心とする遺跡であることがわかってきた。

今回の調査では堀ノ内後半様式から加曾利B様式期の上器が中心であったが、これは1997年調

査によって得られた資料と基本的に同時期のものである。今回明瞭ではなかったが2軒の当該期

の住居址が発見された。1997年調査区でも1軒確認されているので、この両者を結んだ範囲が遺

跡中心地である可能性がある。

さて、遺跡の範囲については、Iの顔戸周辺の遺跡で触れてきたが再度検討しておく。本南木

ノ下遺跡の西側には釜測遺跡が所在する。中世村落の一部を発掘したが、縄文後期称名寺・三十

稲葉。堀ノ内客様式の上器も多く発見されている。また、東南の道下遺跡においては竪穴住居址

が発掘され、縄文中期後半の上器が出土したとされている。これらのことから、釜測。道下遺跡

とも遺跡の範囲が重複するのではないかと推測される。ほぼ顔戸集落全体が遺跡地として捉えら

れるのではあるまいか。このことについて、今後既出資料を整理し時期的な遺跡範囲の検討など

を含めて検討していきたいと考えている。

最後に、今回の調査を実施するにあたり依頼者の長野県飯山建設事務所をはじめ、作業参加者

各位、休憩場所の提供をいただいた蓮華寺や調査区隣接地の足立喜幸氏には物心両面からご支援

いただいた。記してお礼申し上げる。
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写真 1 調査風景

写真 2 1号竪穴住居 ll
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写真 3 2号住居 l■内ピット上部上器出土状態

写真 4 2号竪穴住居 l■ (手前部分 )
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